
ＥＳＤ論（持続可能な社会づくり２） 

 

複合的な社会問題から 

環境・資源・食糧・経済・人権・労働・安全・医療等々、国内の多様な社会的課題から持続可能な社会づくりを考える。 

 

後期 水曜日５限（17:00～18:30） 

 

 

 

回 日付 講義タイトル 内容 担当 

１ １０／７ ガイダンス ガイダンス、抽選 全教員 

２ １０／１４ ＥＳＤの概念・枠組み 
グループ編成 

ESD の多層・多元的な世界 
高尾千秋（発達科学部） 

３ １０／２１ 講義１ 貧困問題 原口 剛（文学部） 

４ １０／２８ 講義２ アスベスト問題 松田 毅（文学部） 

５ １１／４ 講義３ ゴミ問題 石川雅紀（経済学部） 

６ １１／１１ 講義４ 農業問題 
井上泰子（林野庁計画課海外林業協力室） 

片山寛則（農学部） 

７ １１/１８ 講義５ 
ハンセン病問題 

―発展を否定された人たち― 

畑野研太郎（元邑久光明園園長） 

松岡広路（発達科学部） 

８ 
11/25 
12/2 

オプション フィールド 

ワーク 

☆ 篠山市農業体験ツアー 11 月 28 日（土） 

☆ 国立療養所邑久光明園ボランティア・スタディ・ツアー 12 月 11 日～13 日

2 泊 3 日 

☆ 大船渡支援プロジェクト（10 月～12 月） 

☆ ESD スタディツアープログラムで「ツアープラン活用」 ９ 

１0 １２／１６ 講義６ 医療問題 小野 玲（医学部保健学科） 

11 １／１３ 
学生企画シンポジウム

準備 

各講義・アクション･リサーチを踏ま

えて、学生企画によるシンポジウ

ムの準備 

担当教員 

12・

13 
１／２０ 学生企画シンポジウム 

120 分 

各講義・アクション･リサーチを踏ま

えて学生企画によるシンポジウム

を開催し、学習の成果を発表 

全教員 

14･15 １／２７ リフレクション 
授業全体の振り返り 

（２コマで実施 17:00～20:00） 
担当教員 


